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前大膳大夫広元朝臣。小山左衛門尉朝政。安達九郎左衛門尉景盛。和田左衛門尉義盛。中条右衛門尉家長已下御家人等百余輩着侍座。江間四郎主。左近大夫将監親広持参雑具。時剋出御。理髪遠州。加冠前武蔵守義信。次渡御休所後進御前物。江間・親広為陪膳。役送。結城七郎朝光 和田兵衛尉常盛。同三郎重茂。東太郎重胤波多野次郎経朝。桜井次郎光高等也。 （各近習小官中 被撰父母見存之輩召之云云。 ）次奉鎧・御剣・ 馬。佐佐木左衛門尉広綱。千葉平次兵衛尉常秀以下役之。
　
頼朝と北条政子の次男千幡は、建仁三年（一二〇三）十月八日、
十二歳で元服し、実朝となった。このとき、父頼朝は亡く 前将軍で兄の頼家は幽閉中で は既に前月の九月七日より将軍だった。実朝という実名 朝廷において決められ という。したがって、実朝の









た。九条三寅である。京都から鎌倉にやって来たとき 若干二歳であり、公家や女房・陰陽師たちも同時に下向して る 、公 風や摂関家風のやり方が入ってく 嘉禄元年（一二二五）十二月八日 三寅の元服日時に関する勘文も京都から送 れている。　
●『吾妻鏡』同日条






































































入第三間置之。御弓征箭（羽切生）遠江守朝直（白襖狩衣薄色指貫）左手持矢。右取弓。倚立御座傍柱。御刀（鞘巻。在下緒。 ）相模右近大夫将監時定 （以刃為内捧之 ）御鎧（紫糸威。副赤地錦御直垂。居甲櫃蓋。 ）越後守光時・遠江式部大夫時章。置御前長押下。 （以冑前。向御前。 ） 。羽（納箱）前若狭守泰村 砂金秋田城介義景。已上両種置長押上 次武州依召参進廊。賜御剣。 （入袋。前隼人正光重伝大夫将監時頼 親衛於廊被奉之。 ） 下立庭上一拝給。次入御。今日少人数度出御。其儀各移剋 処。敢無御窮屈 偏如成人。貴賤皆所奉感嘆也。抑 任官事。任嘉禄之例 可為後日。又可令蒙将軍
　
宣旨給云云。是依天変。御譲与事。俄思食立之上。




























































孫子。 （匠作嫡男。歳十一。 ） 於御所。被加首服。相州。 （布衣。 ）
―　　―43



































































































二棟南面妻戸。蹲居廊根妻戸間。向若公告召之由。若公被参 前。武州被奉扶持之。次賜 装束・御烏帽子。退下。於中御所西対渡廊。立屏風。被着所賜之御衣。 浮線綾狩御衣。紫浮織物御奴袴。蘇芳二袙。紅単衣。 ）則又被参簾中。武州扶持如先。其後置雑具。
―　　―44
先秋田城介泰盛持参烏帽子。 （置柳筥。 ） 進御前簀子。擡御簾進入之。次壱岐前司泰綱取打乱筥。大宰権少弐景頼役泔坏（置柳筥。 ）已上作法如 。次奥州起侍座。経廊西縁。被候切妻戸庇。武
（北条長時）
州者為















































































































祐親法師孫子祐成（号曾我十郎。 ）相具弟童形。 （号筥王。 ）
参北
（時政）









































































































頂くものである。このこ によって両者は親子の関係にも擬せ れことになる。なお、烏帽子子は一字を上の字もし は下 字に使用 、あるいは後に別 実名に改める場合もある。　
ところで、こうした慣行はいつからなのであろうか。 『古事類苑』は
―　　―48
治承の頃としている。これは明らかに、治承四年（一一八〇）十月二日の頼朝による結城朝光への偏諱（表８）を初例と見なしているのであろう。しかし、 それより遡ることは確実であろう。 『千葉系図』と『相馬系図』が伝える、源義家の烏帽子子という「平常永」は偏諱が共通していないので、その頃はまだ行われていなかったと考えられるが、『源平盛衰記』には、 摂津国渡辺の住人で上西門院侍となる遠藤盛遠が、一門の烏帽子親・遠藤遠光から「遠」の字を与えられたことが見 る（表１） 。遠藤盛遠の事例は、一字付与が一族内の行為だったことを示している。例えば、源為義は、義 流源氏の武田太郎信義（龍光丸）の烏帽子親で、同じく加賀美遠光は石和五郎信光（光寿丸） 烏帽子親と伝えており（ 『甲斐信濃源氏綱要』 ） 、元服儀礼と同じく、一字付与も 族内から始まったことを示唆している。　
時代が下ると、主従関係のもとでの家臣・被官への偏諱が見られる











































































背景として、得宗家による東国御家人との婚姻政策の代替案という指摘もあるが、いずれにしても一字付与という儀礼行為を通じて御家人の統制を深め、御家人側もこれを受容した状況が見てとれる である。ただし、御家人の側に立ってみれば、烏帽子親が北条経時・時頼、もしくは時宗であったとしても、もともと将軍頼経や宗尊親王に由来する一字だという認識があったか しれず、その意味では、 氏の通字である「時」の下賜や北条泰時段階 そ 貞時・高時期の事例を再検討す 必要があろ 。四．おわりに―鎌倉幕府主従制再考に向けて―　
以上、元服の様相と一字付与について見てきた。元服儀礼はもとも





















加冠はこの年元服したばかりで七歳 時宗であった。すなわち、烏帽子親子の年齢は逆転しているだけ なく、 はいまだ家督を継いでいないのである。これはおそらく、得宗時頼が前 の康元元年（一二五六）三十歳で出家していたため、加冠役を務められなかっただけで、会場がそうであるように実質的主催者は時頼であろう。　
他にも、例えば足利高氏などは十五歳のとき元服している（表
58） 。



























を伴わない養子）でもあったというのである。烏帽子子、猶 、養子など、中世における擬制的親族関係は多様に広がって ため、場面場面における使い分 に注意を払 ていく必要が　
註
（１）二木謙一『中世武家儀礼の研究』 （吉川弘文館、一九八五年） 、同「人生儀礼の作法」 （同著『中世武家の作法』 九九
など。（２） 中澤克昭 「武家の狩猟と矢開の変化」 （井原今朝雄・牛山佳幸編 『論集
　
東国信濃の古代中世史』岩田書院、二〇〇八年）





源義家を加冠役とし、嫡男清光（徳光丸）は十七歳のとき、義家 子源義国を加冠役として元服したと伝える。いずれも源氏一門を烏帽子親として伝えている と は注目したいが、系図史料であるため参考にとどめておく。（６）中村義雄「元服儀礼の研究―天皇元服について―」 （ 『二松学舎大
―　　―52





































二〇一四年）・拙稿「鎌倉幕府と御家人―東国御家人を中心に―」 （葛飾区郷土と天文の博物館編『鎌倉幕府と葛西氏』名著出版、二〇〇四年）・西村隆「平氏『家人』表―平氏家人研究への基礎作業―」 （ 『日本史論叢』一〇号、一九八三年）
―　　―53
【表】中世前期の武家元服関係史料データベース
№
年月日
西暦
元服童・幼名（年齢）
仮名・実名
父（実父）
加冠（年齢）
理
　
髪
場
出
　
典
備
　
考
1
1151
遠藤（
13）
盛遠 （のち文覚）
茂遠 持遠
遠藤遠光
『源平盛衰記』
18
2
仁安元・
10・
17
1166
佐々木秀綱（
16）
三郎盛綱
秀義
藤九郎盛長（
32）
伊豆国（頼朝御前）
『佐々木系図』
改名
3
　　　
・
1166
源駒王丸（
13）
次郎義仲
（義賢）
石清水八幡宮
『平家物語』６
4
1167
松王（９）
与三重景
景康
平重盛（
30）
『延慶本平家物語』
5
末
5
平
重国
平重衡
『源平盛衰記』
6
大中臣
六郎惟重
惟忠
平重衡
『姉小路系図』
7
承安４・３・３
1174
源牛若丸・遮那王（
16）
九郎義経
（義朝）
『吾妻鏡』『平治物語 ３
8
治承４・
10・２
1180
小山（
14）
七郎宗朝（のち結城朝光）
政光
源頼朝（
34）
頼朝御前
『吾妻鏡』
9
那須
頼資
資隆
源頼朝
頼朝御前
『伊王野系図』
10
元暦元・
1184
鷲尾（
17）
三郎経春
源義経（
26）
『源平盛衰記』
36
11
伊勢
三郎義盛
源義経
『平治物語』３
12
河野
五郎通経
通清
源義経
『越智系図』
13
　　　
・
1184
曽我一万（
13）
十郎祐成
祐信（河津祐泰）
『曽我物語』
14
文治５・４・
13
1189
北条（
15）
五郎時連（のち時房）
時政
佐原義連
御所西侍
『吾妻鏡』
15
　　　
・８・
12
1189
河村千鶴丸（
14）
四郎秀清
秀高
加賀美長清
頼朝御前
『吾妻鏡』
16
建久元・９・７
1190
曽我箱王（
17）
五郎時致
祐信（河津祐泰）
北条時政（
52）
駿河富士野（時政御前）
『吾妻鏡』
17
鎌田
通清
資通
北条時政
『山内首藤系図』
義朝乳父
18
　　
２・
11・５
1191
小笠原豊光丸（
13）
（弥）太郎長経
長清
源頼朝（
45）
下河辺行平
頼朝御前
『小笠原系図』
19
　　
４・
10・
10
1193
野本
時員
基員（下河辺政義）
幕府
『吾妻鏡』
20
　　
５・２・
1194
北条金剛丸（
12）
太郎頼時（のち泰時）
義時
源頼朝（
48）
幕府西侍
『吾妻鏡』
泰時
13歳は誤り
21
建仁３・
10・８
1203
源千幡（
12）
実朝
（頼朝）
平賀義信
北条時政（
65）
時政名越亭
『吾妻鏡』
22
建永元・
10・
24
1206
名越（
13）
次郎朝時
義時
源実朝（
15）
御所
『吾妻鏡』
外祖父比企朝宗
23
建保元・
12・
28
1213
北条（９）
四郎政村
義時
三浦義村
御所
『吾妻鏡』
24
　　
２・２・
12
1214
小笠原豊松丸（
13）
又次郎長忠
長経
園城寺新羅明神社
『小笠原系図』
25
　　
２・４・
19
1214
松葉実宗（
11）
朝宗
平賀資宗
源実朝（
23）
『平賀氏系図』
改名
26
　　
２・
10・３
1214
金沢
五郎実義（のち実泰）
義時
源実朝（
23）
大内惟義
御所
『吾妻鏡』
27
三浦
二郎泰村
義村
北条泰時
『佐野本三浦系図』
正室は泰時の女
28
嘉禄元・
12・
29
1225
藤原三寅（８）
頼経
（道家）
北条泰時（
44）
二棟御所南面
『吾妻鏡』
―　　―54
29
　　
２・
1226
松葉（
15）
惟泰（のち泰重）
資宗
（北条泰時）（
45）
泰時亭
『平賀氏系図』
30
寛喜元・１・
15
1229
武田音光丸（
10）
六郎、五郎二郎信時
信政
北条泰時（
48）
『甲斐信濃源氏綱要』
31
貞永元・
11・
28
1232
京極（
12）
四郎氏信
信綱
32
天福元・
12・
29
1233
金沢（
10）
太郎実時
実泰
北条泰時（
52）
泰時亭
『吾妻鏡』
33
　　
２・３・５
1234
北条薬上（
11）
弥四郎経時
（時氏）
藤原頼経（
17）
北条時房（
60）
御所寝殿西向簾中
『吾妻鏡』
34
嘉禎２・正・
13
1236
小笠原豊松丸
15）
孫二郎長政
長忠
園城寺新羅明神社
『小笠原系図』
35
　　
３・４・
22
1237
北条戒寿（
11）
五郎時頼
（時氏）
藤原頼経（
20）
三浦義村
泰時亭（頼経御前）
『吾妻鏡』
36
仁治３年以前
1242
以前
大友薬師丸（泰直）
頼泰
親秀
北条時頼
『大友系図』鷹尾家文書
改名？
37
寛元２・４・
21
1245
藤原（６）
頼嗣
頼経（
27）
北条経時（
21）
二棟御所南面
『吾妻鏡』
38
建長２・
12・３
1251
佐々木（９）
三郎頼綱
泰綱
（北条時頼）（
24）
時頼亭
『吾妻鏡』
39
　　
５・１・
15
1254
武田龍光丸（９）
六郎時綱
信時
北条時頼（
27）
『甲斐信濃源氏綱要』
40
　　
８・８・
11
1257
北条宝寿（９）
三郎時利（のち時輔）
時頼
足利利氏（のち頼氏）
『吾妻鏡』
41
松葉
惟時
資宗
（北条時頼）
時頼亭
『平賀氏系図』
42
正嘉元・２・
26
1257
北条正寿（７）
太郎時宗
時頼
宗尊親王（
16）
北条長時（執権）
二棟御所
『吾妻鏡』
43
　　　
・
11・
23
1257
金沢（
10）
四郎時方（のち顕時）
実時
北条時宗（７）
安達頼景
時頼亭
『吾妻鏡』
時頼出家後
44
　　
２・
11・
13
1258
小笠原豊松丸（
13）
彦次郎長氏
長政
長忠（祖父）
園城寺新羅明神社
『小笠原系図』
45
文永７・２・
23
1270
惟康親王（７）
惟康親王
宗尊親王
北条政村（
66）
（御所）
『鎌倉年代記』
時宗は
19歳
46
建治３・
11・
11
1277
武田徳光丸（９）
孫六信宗
時綱
北条時宗（
27）
鎌倉
『甲斐信濃源氏綱要
47
戸次
太郎時親
重秀
北条時宗
『戸次系図』『大友系図』
母重時女
48
　　　
・
12・２
1277
北条幸寿（７）
太郎貞時
時宗
（源惟康） （
14）
北条宗政（
25）
二棟御所西侍
『建治三年記』
49
弘安７・１・
11
1284
小笠原豊松丸（
13）
孫次郎宗長
貞長
（北条時宗）
新羅明神社
『小笠原系図』
50
戸次千熊丸
孫太郎貞直
時親
北条貞時
『戸次系図』
51
足利
三郎貞氏
家時
北条貞時
『異本伯耆巻』
52
正応５・５・５
1292
武田龍光（
10）
彦六信武
信宗
甲斐祖社
『甲斐信濃源氏綱要』
貞時出家後
53
徳治元・
11・
20
1306
小笠原豊松丸（
13）
彦五郎貞宗
宗長
園城寺新羅明神社
『小笠原系図』
貞時出家後
54
延慶元・８・
26
1308
守邦親王（８）
守邦親王
久明親王
（御所）
『鎌倉年代記』
55
　　
２・１・
21
1309
北条成寿（７）
太郎高時
貞時
（守邦親王）（９）
（御所）
『鎌倉年代記』
56
戸次
太郎高貞
貞直
北条高時
『戸次系図』
57
正和３・
12・
14
1314
佐々木（９）
三郎時信
頼綱
（北条高時（
12）
『尊卑分脈』
―　　―55
58
元応元・
1319
足利（
15）
又太郎高氏
貞氏
北条高時（
17）
『足利系図』『異本伯耆巻
59
元亨２・３・
15
1322
武田徳光丸（
11）
彦太郎氏信
信武
足利貞氏（
51）
『甲斐信濃源氏綱要』
60
元弘元・
11・
23
1331
小笠原豊松丸
13）
孫二郎政長
貞宗
園城寺新羅明神社
『小笠原系図』
61
　　　
・
12・
15
1331
北条万寿（７）
太郎邦時
高時
（守邦親王）（
31）
（御所）
金沢文庫文書
368 号
